
隊員ひとこと：みどモスパ。楽しみだなぁ。（山橋）

第 83号　令和8年5月15日発行

目まぐるしい

～ 豊かな食文化と猟師の未来に向けて ～

い

　私の退任後の目標は「林業と狩
猟の兼業での自立」です。どちら
も未経験で令和8年1月からスター
トしました。猟師を生業にする可
能性を探るため、4月に「ジビエ
de地方創生協力隊セミナー」（日
本ジビエ振興協会主催、長野県蓼
科）に参加しました。 
　鹿の解体から精肉までの工程を
初めて見学し、安全で美味しいお
肉にする技術を学びました。

　　3月7日に第5回ビアランみどり 角地蔵に会いに行こうRUN！
を地元の方々にご協力をいただき、開催することができました。
　大間々駅からわ鐵に乗って上神梅駅へ移動し、覚成寺で天海大
僧正の御座石などを見学。天海和尚は明智光秀という噂を話しな
がら、古の銅街道の街並みの深沢郷を走って、六合神社へ。明治
の合祀令はやりすぎでは？などとお話。
　地元の方と待ち合わせて、
角地蔵へ。普段は鍵がかかっ
ている地蔵堂を開けていただ
き、間近に角地蔵尊を拝顔し
ました。大変珍しい地蔵尊が
みどり市にあることをもっと

知ってもらいたいと思っています。
　RUN後はクラフトビールで乾杯し、上毛新聞・月刊
ランナーズの取材・掲載もしていただきました。これ
からもこのようなイベントを開催したいと思います。
（高野）

　その後、鹿料理も堪能しました。硬いと言われる肩肉やすね
肉も柔らかく旨みがあり、シンプルな唐揚げは絶品でした。
　ジビエ文化が食卓に広まれば、日本の人々の心身も猟師の未
来も豊かになると思っています。ぜひ一度、味わってみてくだ
さい。（春木）
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　新年度が始まり、環境の変化や寒暖差で、心や
身体に疲れが出やすい「5月病」の時期になりまし
た。そんな時こそ、無理をしすぎず、地域の自然
の中を散歩したり、美味しいものを食べたり、小
さな楽しみを見つけることが大切です。私自身も、
地域の皆さんとの何気ない会話に元気をもらって
います。（高野）
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YS湯～トピアみどモスパOPEN  ‐ 

クイズクイズ

①から④の文字を組み合わせて単語をつ
くれ。（ヒントは美味しい食べ物）

・大間々博物館
　①○○○○カ○　7文字

・ウズベキスタンの首都は
　○○②○○　5文字

・オセロのもとになった牛乳瓶の
　　○③　2文字

・88鍵の鍵盤楽器　　
　　○○④　3文字

4月号の答えは
「エンソク」でした。遠足、小学校以来し
てないなぁー

みどモス

　「かたくりの湯」及び「大間々老人憩いの家」の
老朽化に伴い、令和4年から整備を進めてきた新た
な温泉施設「YS湯～トピアみどモスパ」の営業開始
日等が決定しました。
■営業開始日　令和8年5月24日(日)正午～

■営業時間      午前10時～午後9時(営業開始日を除
く)
■休館日　　　毎週月曜
※月曜日が祝祭日にあたる場合は営業し、翌日休館
※5月25日は営業
　12月30日～翌年1月1日

○プレオープン（市内在住者対象）
・令和8年5月16日(土)　11時～17時
・令和8年5月17日(日)～20日(水)　10時～17時　
　※全日とも2時間制限、最終入館16時30分
　※混雑緩和のため、16・17日は事前抽選当選者を優先的に案内
　※プレオープン期間は、おとな300円、高齢者・こども・障がい者は200円
〇オープンイベント
・令和8年5月24日(日)11時～12時(正午から通常営業を開始)
・吉本興業芸人によるお笑いライブ、キッチンカー出店など

＜温泉施設に関するお問合せ先＞
　YS湯～トピアみどモスパ(電話：0277-46-6822)

みどり市の山間部では
山菜の旬真っ盛り。


